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昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
着
工
さ
れ

た
林
道
田
沢
、
下
山
線
開
設
工
事
は
、

こ
の
度
、
難
関
の
前
年
度
繰
越
分
工

事
が
完
了
し
、
田
沢
、
下
山
間
二
、

七
九
一
m
、
全
区
間
の
開
設
工
事
が

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
約
三
億
三
千
万
円
（
国

県
補
助
金
二
億
六
千
四
百
万
）
と
八

年
の
歳
月
を
か
け
た
本
林
道
は
越
道

川
支
流
横
根
川
が
蛇
行
し
て
形
成
さ

れ
た
急
陵
漢
谷
地
を
切
り
開
い
て
開

設
さ
れ
た
も
の
で
、
長
さ
六
〇
m
も

の
平
内
橋
や
、
三
〇
m
も
の
切
盛
工

法
な
ど
数
々
の
難
工
事
を
し
て
開
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
路
線

は
国
道
二
五
三
号
線
田
沢
、
松
代
間

並
び
に
町
道
松
代
、
海
老
、
東
山
線

の
迂
回
路
的
用
途
も
持
つ
、
南
部
地

域
の
部
落
の
基
幹
生
活
道
路
で
も
あ

り
、
林
業
振
興
は
も
と
よ
り
地
域
開

発
に
も
期
待
が
も
た
れ
て
お
り
、
一

部
ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
工
事
も
今
月

か
ら
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

難工事の一つ切土33，800m・

　　　　　　　下山側より

切法長34．5m
　　　　田沢側より

　
事
業
実
施
三
ヵ
年
目
を
む
か
え
た

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
田
沢
居
村
線

改
良
舗
装
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
居
村
線
は
国
道
二
五
三
号
線

を
起
終
点
と
し
延
長
六
〇
一
m
で
田

沢
部
落
内
を
循
環
す
る
道
路
で
あ
り
、

昭
和
五
七
、
五
八
年
ニ
カ
年
継
続
工

事
で
事
業
費
約
三
千
三
百
万
円
（
国

県
補
助
金
約
二
千
三
百
万
円
）
で
完

成
し
た
も
の
で
す
。

　
集
落
環
境
整
備
と
し
て
実
施
し
た

本
事
業
に
よ
り
田
沢
集
落
の
定
住
促

進
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

舗
装
工
事
が
完
了
し
た
部
落
内

鐵灘
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出
稼
さ
れ
る

　
　
み
な
さ
ん
へ

乙
〕

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
⑭

　
秋
の
収
穫
も
終
わ
り
出
稼
の
時
期

が
近
ず
い
て
き
ま
し
た
。

　
出
稼
さ
れ
る
方
の
高
令
化
等
に
よ

る
、
出
稼
中
の
事
故
、
病
気
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
健
康
で
、
事
故
の
な
い

冬
期
間
を
過
ご
す
た
め
次
の
事
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

o
出
稼
前
に
健
康
状
態

を
確
か
め
ま
し
よ
う
。

　
半
年
間
、
違
う
環
境
、
仕
事
に
よ

り
、
体
の
調
子
が
変
わ
り
ま
す
。
特

に
一
般
健
康
診
査
で
受
診
の
必
要
が

あ
る
と
言
わ
れ
た
方
は
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
送
薬
を
す
る

方
は
、
医
療
機
関
、
家
族
と
連
絡
を

と
り
、
薬
が
途
中
で
な
く
な
る
事
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
食
生
活
、

　
　
　
嗜
好
に
つ
い
て

去
年
の
出
稼
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

酒
に
つ
い
て

　
家
に
い
る
時
よ
り
、
出
稼
先
の
方

が
、
酒
の
量
が
ふ
え
て
い
ま
し
た
。

休
み
の
日
は
、
特
に
酒
の
量
が
増
え

る
よ
う
で
す
。
　
一
日
の
量
を
決
め
、

一
週
間
に
一
日
酒
を
の
ま
な
い
日
に

し
ま
し
ょ
う
。
酒
の
肴
も
忘
れ
ず
に
。

野
菜
に
つ
い
て

　
野
菜
の
と
り
方
は
、
一
日
片
手
山

も
り
三
杯
が
普
通
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
で
も
十
分
食
べ
て
い
る
人
が
、
七

c♪
～

ク
1

P
≦
　
‘ ・・

も

覇
じ　　　　　　o’

●

鋼

》 ‘

八
・
三
％
と
、
ま
た
不
足
の
方
が
い

る
わ
け
で
す
が
、
出
稼
先
で
は
、
十

分
食
べ
て
い
る
人
が
、
三
八
・
九
％

と
半
分
以
下
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
体
の
調
子
も
く
る
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
保
存
の
き
く
野
菜
を
家

か
ら
も
っ
て
い
く
と
か
、
買
っ
て
食

べ
る
と
か
、
工
夫
が
大
切
で
す
。

仕
事
に
つ
い
て

　
出
稼
中
は
労
働
時
間
が
決
ま
っ
て

い
て
、
家
に
い
る
よ
り
楽
だ
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
五
時
間
以
上
の
残

業
を
し
て
い
る
人
、
休
け
い
時
間
も

十
分
と
れ
な
い
人
、
休
日
も
と
れ
な

い
人
等
、
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
り
ま
す
の
で
慣
れ
な
い
仕
事
で
、

ス
ト
レ
ス
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
働
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

57年出稼者アンケート結果

20代 30代 40代 50代 60代 70代 計

人　　　数 43人 74人 172人 294人 59人 3人 645人

酒

家 1．53合 1．5合 1．74合 1．64合 1．6合 0．67合

出 1．7合 1．61合 1．87合 1．74合 1．49合 0．67合

み　そ　汁

家 2．29杯 2．63杯 3．08杯 2．94杯 ．2．82杯 0．33杯

出 2．44杯 2．20杯 2．36杯 2．22杯 2．07杯 2．33杯

つ　け　物

飯べない人

家 23％ 7．6％ 22．5％ 17．9％ 19．2％

出 27％ 34．2％ 33．5％ 26．2％ 28．2％

や　さ　い

片手山もり

3杯とれた人

家 31人 53人 143人 227人 49人 2人
　505人
（78．3％）

出 26人 34人 84人 66人 39人 2人
　251人
（38．9％）

蛋　白

　5単位
　とれた人

家 15人 26人 48人 88人 47人 2人 226人
（35％）

出 20人 36人 90人 159人 29人 3人
　337人
（52．2％）

・
▽

出一出檬中家一家にいる時
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敬老と健康

一
，
蘇
藤

き
》

髪

　
犬
伏
小
島
音
次
郎
（
屋
号
ち
ゅ
う

い
ん
）
さ
ん
は
、
明
治
二
十
六
年
生

れ
の
今
年
九
十
才
で
、
敬
老
の
日
知

事
か
ら
祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

元気の良い

犬伏・小島音次郎さん

　
小
島
さ
ん
は
毎
朝
新
聞
配
達
を
続

け
て
い
る
「
朝
刊
太
郎
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
若
々
し
い
顔

の
つ
や
と
真
直
ぐ
シ
ャ
ン
と
の
び
た

足
腰
、
そ
の
秘
訣
を
き
け
ば
「
ソ
リ

ャ
、
き
ま
り
の
い
い
生
活
を
す
る
こ

と
だ
て
」
、
適
当
に
体
を
動
か
す
こ
と
、

食
事
は
き
ち
ん
と
三
度
適
量
に
、
き

ま
っ
た
時
間
に
就
寝
す
る
こ
と
で
、

も
ち
ろ
ん
深
酒
や
煙
草
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

敬
老
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
さ
わ
や
か

な
小
島
さ
ん
の
笑
顔
は
家
族
の
方
々

に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
他
、
今
年
九
十
才
に
到
達
さ

れ
た
長
寿
老
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

若
月
作
蔵
（
海
老
屋
号
き
へ
い
）

山
岸
正
平
（
片
桐
山
あ
ら
や
し
き
）

若
山
イ
シ
（
室
野
ま
す
や
）

植
木
タ
マ
（
松
代
お
け
や
）

樋
口
已
子
吉
（
松
代
か
ね
ば
ら
）

　
以
上
六
人
の
長
寿
老
人
に
知
事
の

祝
詞
と
記
念
品
を
伝
達
い
た
し
ま
し

た
。《

今
年
度
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦
》

響
婚
（
雑
＋
読
窮
．
）

騨
糠
（
鶴
＋
盈
選

雛
無
翌
驚
き
）

　
結
婚
六
十
年
、
喜
び
も
悲
し
み
も

と
も
に
手
を
携
え
社
会
に
貢
献
し
た

健
康
老
人
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
健
康
を
祈
り
拍
手
を
送

り
た
い
。

お
め
で
と
う
金
婚
夫
婦

小
堺
嘉
一
・
小
堺
キ
ヌ
　
ご
夫
婦

　
　
　
松
代
　
ま
ん
の
す
け

高
野
福
次
郎
・
高
野
ト
シ
ご
夫
婦

　
　
　
松
代
　
と
の
ぐ
ら

市
川
清
作
・
市
川
ス
ズ
　
ご
夫
婦

　
　
　
太
平
　
に
し

富
澤
五
作
・
富
澤
ム
ラ
　
ご
夫
婦

　
　
　
太
平
　
え
ど
ば
た

相
澤
盛
俊
・
相
澤
イ
セ
　
ご
夫
婦

　
　
　
太
平
　
は
じ

山
賀
武
司
・
山
賀
ハ
ル
　
ご
夫
婦

　
　
　
池
之
畑
　
こ
う
ぞ
う

柳
　
榮
策
　
柳
リ
ャ
ウ
　
ご
夫
婦

　
　
　
千
年
　
こ
ぜ
ん

志
賀
寅
治
・
志
賀
ヒ
デ
　
ご
夫
婦

　
　
　
千
年
　
あ
ぶ
ら
や

若
井
政
市
・
若
井
キ
イ
　
ご
夫
婦

　
　
　
蓬
平
　
か
じ

山
岸
多
一
郎
・
山
岸
ヨ
キ
ご
夫
婦

　
　
　
室
野
　
む
ろ
た
や

菅
井
和
雄
・
菅
井
カ
ホ
ル
ご
夫
婦

　
　
　
名
平
　
か
み
や

中
村
松
蔵
・
中
村
フ
ミ
　
ご
夫
婦

　
　
　
田
代
　
ま
つ
や

関
谷
太
平
・
関
谷
ト
ラ
　
ご
夫
婦

　
　
　
菅
刈
　
ど
う
の
わ
き

石
田
兼
吉
・
石
田
カ
ネ
　
ご
夫
婦

　
　
　
苧
島
　
ふ
る
や
し
き

山
岸
忠
蔵
・
山
岸
ム
メ
ノ
ご
夫
婦

　
　
　
木
和
田
原
　
で
と

　
以
上
十
五
組
の
ご
夫
婦
に
知
事
の

色
紙
を
御
祝
い
に
贈
り
ご
健
康
と
一

層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
老
人
医
療
費
の
増
嵩
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

松
代
町
で
は
昨
年
一
年
間
老
人
医
療

費
の
支
給
を
受
け
な
か
っ
た
健
康
老

人
で
、
千
年
の
屋
号
西
桶
屋
柳
仙
太

郎
84
才
、
ツ
ギ
7
8
才
の
ご
夫
婦
を
は

じ
め
、
五
十
四
名
の
方
々
に
褒
状
と

記
念
品
を
送
り
ま
し
た
。

　
八
十
五
才
以
上
の
長
寿
老
人
は
、

千
年
の
山
本
屋
島
田
ナ
ヲ
さ
ん
9
5
才

以
下
七
十
五
名
と
、
7
5
才
以
上
四
六

七
名
の
方
々
に
は
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

霧
羅
難
〕

勒
　
舷
　
〆
　
彰
　
艶

3
善
意
を

　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
あ
り
が
と
う

　
ρ
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

　
馬
　
　
　
　
　
　
　
’
．
。
　
　
　
　
　
　
●
●

　
　
　
　
　
　
　
多
’
　
　
　
　
　
●
．

　
松
代
町
の
南
部
海
老
分
校
の
「
む

く
ど
り
子
供
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、

昨
年
の
長
崎
水
害
に
続
い
て
今
年
も

ま
た
山
蔭
地
方
の
水
害
被
災
者
に
見

舞
金
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
。
子

供
会
の
み
な
さ
ん
は
お
祭
り
の
お
小

遣
い
を
集
め
て
く
れ
た
も
の
で
す
が

日
赤
新
潟
県
支
部
で
は
早
速
被
災
地

の
対
策
本
部
に
お
届
け
い
た
し
ま
し

た
。
金
額
の
多
寡
で
は
な
く
困
っ
て

い
る
人
た
ち
に
あ
た
た
か
い
思
い
や

り
の
心
が
う
れ
し
い
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
毎
年
年
末
に
な
る
と
す
ば

ら
し
い
手
づ
く
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

各
戸
に
配
布
さ
れ
感
謝
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
ご
指
導
下
さ
る
先
生
方
に

は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
渋
海
荘
を
訪

れ
る
古
老
た
ち
を
今
年
も
ま
た
楽
し

ま
せ
て
下
さ
い
．
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太平に集落開発センター完成

　
こ
の
た
び
太
平
に
県
単
事
業
に
よ

り
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
建
物
は
木
造
二
階
建
延
面

積
一
五
九
㎡
（
四
八
坪
）
で
、
大
小

会
議
室
、
調
理
実
習
室
、
農
産
物
集

出
荷
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
太
平
部
落
で
は
子
供
会
活
動
を
中

心
と
し
た
太
平
友
の
会
組
織
が
、
地

域
の
文
化
、
教
養
、
厚
生
活
動
を
活

発
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま

で
作
業
所
の
二
階
を
利
用
し
た
狭
い

部
屋
し
か
な
く
不
自
由
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
集
落
開
発
セ

ン
タ
ー
の
完
成
と
、
一
昨
年
農
定
事

業
で
設
置
し
た
太
平
農
村
広
場
と
の

一
体
利
用
に
よ
り
、
友
の
会
活
動
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
林
業
の
振
興

や
生
活
改
善
を
図
る
た
め
の
研
修
な

ど
、
部
落
の
コ
ミ
ュ
ー
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
産
米
の
初
出
荷
が
、
九
月

二
十
四
日
の
検
査
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
初
検
査
に
は
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
、

新
潟
早
生
、
五
百
万
石
、
ホ
ウ
ネ
ン

ワ
セ
な
ど
の
早
生
品
種
が
主
で
、
二
、

〇
一
五
袋
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
検

査
結
果
は
五
百
万
石
の
三
等
ま
で
を

含
め
た
上
位
等
級
比
率
は
、
九
二
・

八
％
と
好
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
稲
作
は
、
全
国
的
に
平
年

並
み
と
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、

新
潟
県
で
は
早
生
品
種
の
上
位
等
級

比
率
が
七
〇
％
程
度
と
、
品
質
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
当
町
で
は
こ
れ
か
ら
十
月
末
ま
で
、

検
査
の
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
十
月

三
日
現
在
で
は
、
一
三
、
三
一
二
袋

の
出
荷
で
、
上
位
等
級
も
九
二
・
二

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
月
下
旬
の

雨
の
た
め
集
荷
計
画
に
対
し
七
五
％

と
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
天
候
も

良
く
な
り
ま
し
た
の
で
順
調
に
出
荷

が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
全
体
で
は
、
限
度
数
量
も
予
約

以
上
に
保
留
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農

家
の
皆
さ
ん
に
は
、
　
「
ヤ
ミ
米
」
は

一
袋
た
り
と
も
売
ら
ず
、
農
協
へ
の

正
規
ル
ー
ト
に
よ
る
全
量
出
荷
を
さ

れ
る
よ
う
、
特
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

松
代
町
の

農
業
を
考
え
る

「
私
の
意
見
」

　
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

　
産
業
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
計
画
し
て

お
り
ま
す
、
松
代
町
の
農
業
を
考
え

る
「
私
の
意
見
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、

す
で
に
四
名
の
方
の
貴
重
な
意
見
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
農
繁
期
の
た
め
、
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
産
業
課
で
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ

た
方
々
の
意
見
に
対
す
る
感
想
や
、

ご
意
見
、
ま
た
、
私
も
是
非
意
見
を

述
べ
た
い
と
思
わ
れ
る
方
の
原
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な

き
み
の
自
転
車

　
秋
の
夕
暮
れ
は
早
く
、
午
後
五
時

に
は
、
も
う
真
っ
暗
で
す
。
自
転
車

の
ラ
イ
ト
は
、
ち
ゃ
ん
と
つ
き
ま
す

か
。
ブ
レ
ー
キ
は
…
…
？

　
長
い
間
に
は
、
自
転
車
も
、
あ
ち

こ
ち
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん
だ
り
し
ま
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
も
め

い
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
、
と
き
ど

き
点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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家
庭
生
活
に
か
か
わ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
思
う

松
代
小
学
校
長
　
高
橋
　
渡

　
郡
の
校
長
会
で
は
、
毎
年
教
育
に

関
す
る
調
査
を
行
っ
て
、
十
一
月
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
秋
季

校
長
研
修
会
の
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
教
育
実
情
（
教

師
・
児
童
・
生
徒
）
が
対
象
で
、
夏

休
み
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
集
計
は
、
郡
校
長
会

調
査
委
員
会
が
担
当
し
ま
す
が
、
そ

の
前
に
、
松
代
小
学
校
の
集
計
を
手

も
と
で
行
い
ま
し
た
の
で
、
家
庭
生

活
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、

松
代
の
児
童
理
解
の
便
に
供
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
（
調
査
対
象
ー
分
校

を
含
む
五
、
六
年
生
全
員
七
二
名
、

無
記
名
）

一
、
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
家
庭
に

お
り
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
家
庭
外
に

就
業
し
て
い
ま
す
か
。

　
家
庭
に
い
る
（
自
作
農
・
内
職
を

　
含
む
）
　
　
　
　
　
四
七
％

　
家
庭
外
就
業
　
　
　
　
五
三
％

　
お
母
さ
ん
の
家
庭
外
就
業
が
五
〇

％
を
越
え
ま
し
た
。
共
働
き
は
、
見

方
に
よ
れ
ば
婦
人
の
解
放
で
あ
り
、

長
い
目
で
見
た
場
合
家
庭
生
活
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
親
の
方

で
は
、
い
ろ
い
ろ
気
を
つ
け
た
つ
も

り
で
い
て
も
、
い
つ
し
か
子
ど
も
と

の
対
話
が
不
足
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
、

お
母
さ
ん
が
外
で
働
く
理
由
を
納
得

さ
せ
、
食
事
後
の
後
片
付
け
な
ど
の

機
会
を
利
用
し
、
手
伝
わ
せ
な
が
ら
、

さ
り
げ
な
く
一
日
の
で
き
ご
と
な
ど

聞
い
て
や
り
、
話
し
あ
う
こ
と
も
、

対
話
不
足
の
一
つ
の
解
消
方
法
か
と

思
い
ま
す
。

二
、
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
が
留
守
の

と
き
は
、
家
族
の
食
事
ぐ
ら
い
自
分

で
作
れ
ま
す
か
。

　
作
れ
る
　
　
　
　
　
七
〇
％

　
作
れ
な
い
　
　
　
　
　
三
〇
％

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
普
及
や
、

小
学
校
で
は
「
家
庭
」
も
男
女
共
学

な
の
で
、
男
女
差
も
な
く
、
思
っ
た

よ
り
高
率
の
自
信
が
目
を
引
き
ま
す
。

三
、
あ
な
た
は
家
族
の
一
員
と
し
て
、

家
の
中
で
決
ま
つ
た
仕
事
が
あ
り
ま

す
か
。

　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
三
六
％

　
と
き
ど
き
あ
る
　
　
　
五
一
％

　
な
い
　
　
　
　
　
　
一
三
％

　
決
ま
っ
た
仕
事
が
と
き
ど
き
あ
る

と
い
う
の
も
、
わ
か
り
に
く
い
設
定

で
す
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
八
七

％
が
何
ら
か
の
形
で
家
事
の
一
部
を

分
担
し
て
い
る
こ
と
は
、
想
像
を
上

回
る
も
の
で
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
特
に
自
信
を
も
っ
て
あ
る
と

答
え
た
三
六
％
の
児
童
は
、
責
任
を
も

も
っ
て
分
担
し
、
家
族
に
喜
ば
れ
、

無
意
識
の
う
ち
に
、
働
く
喜
び
と
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
育
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
、
あ
な
た
は
今
ま
で
に
父
親
に
叱

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た

叱
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
叱
ら

れ
た
こ
と
が
今
よ
か
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
　
九
〇
％

　
叱
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
　
一
〇
％

　
役
に
立
っ
た
と
思
う
。
　
九
二
％

　
役
立
っ
た
と
思
わ
な
い
　
　
八
％

五
、
家
の
中
で
両
親
と
話
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　
よ
く
あ
る
。

　
時
々
あ
る
。

　
な
　
　
い
。

五
七
％

四
三
％

　
○
％

　
恥
四
、
五
を
見
る
限
り
、
松
代
の

家
庭
の
教
育
力
は
決
し
て
低
く
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
高
い
水
準
に
あ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
親
子
関
係
に
は
、
　
「
愛
情
関

係
」
の
外
に
「
指
導
関
係
」
と
い
う
柱

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
柱
が
適

切
に
か
み
合
っ
て
い
れ
ば
、
好
ま
し

い
性
格
形
成
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
教
育
を
進
め
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
は
、
時
と
場
を
適
切
に
と
ら

え
る
こ
と
、
つ
ま
り
発
達
段
階
を
考

え
て
子
ど
も
の
心
を
ユ
サ
ブ
ル
こ
と

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

百年祭のこと
〆
’
試

津
2

　　清水小三・四年　　『

万羽弘幸 小野島友美
寺崎幸子　五十嵐広美
小野島信子

　
八
月
十
六
日
、
わ
た
し
た
ち
の
学

校
で
百
年
祭
が
あ
っ
て
、
二
百
人
ぐ

ら
い
の
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
新
し
く
き
た
物

　
校
旗
や
コ
ピ
ー
の
機
械
や
ス
テ
ー

ジ
ま
く
が
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
特
に
ま
く
が
ピ
カ
ピ
カ
し
て

い
て
あ
っ
た
か
い
の
で
、
大
切
に
し

た
い
で
す
。
来
年
入
学
の
一
年
生
も

よ
ろ
こ
ぶ
で
し
ょ
う
。
学
校
の
た
め

に
お
金
を
出
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に

と
て
も
感
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。

二
、
お
客
様

　
む
か
し
の
先
生
や
、
わ
た
し
た
ち

を
教
え
て
く
れ
た
先
生
、
役
員
の
方

が
来
て
く
だ
さ
り
、
大
ぜ
い
な
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
年
よ
り
も

い
ま
し
た
。
こ
の
お
じ
い
さ
ん
た
ち

が
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、

学
校
も
め
で
た
く
百
才
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
先
生
方
と

も
う
一
度
会
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
落
の
人
に
い
ろ
い
ろ
と
学
校
の
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
し
、
長
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
7
ペ
ー
ジ
ヘ
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6
ぺ
ー
ジ
よ
り

と
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
人
に
は
な

つ
か
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
、
音
楽
発
表

　
合
そ
う
は
三
曲
。
　
一
生
け
ん
め
い

や
っ
て
ま
ち
が
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
そ
う
中
は
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
し
た
。
特
に
一
、
二
年
生
が
そ
う

で
し
た
。
終
っ
た
時
、
　
「
ふ
う
ー
。

や
っ
と
終
っ
た
一
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
方
も
い
っ
し
ょ
に
ひ
い
て
く
れ

た
の
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
上
か
ら
見
る
と
、
す
わ
っ

た
時
よ
り
お
客
様
が
た
く
さ
ん
に
見

え
ま
し
た
。

四
、
百
年
前
の
学
校
っ
て

　
　
ど
ん
な
か
な

　
ピ
カ
ピ
カ
で
教
室
が
い
っ
ぱ
い
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
も
百
八
十

人
ぐ
ら
い
い
て
、
遊
ぶ
人
が
い
っ
ぱ

い
で
い
い
な
あ
。
給
食
は
ど
ん
な
か

な
。
ど
こ
で
食
べ
た
の
か
な
。
ど
ん

な
か
っ
こ
う
で
登
校
し
た
の
か
な
。

む
か
し
学
校
が
火
事
に
な
っ
た
と
聞

い
た
け
ど
、
死
ん
だ
人
は
い
な
か
っ

た
の
か
な
あ
と
心
配
で
す
。

五
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

　
町
長
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

鉄
き
ん
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
・

あ
ち
こ
ち
に
消
火
器
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
。
物
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
入
学
す
る
子
に
よ
ろ
こ
ん
で
ほ
し

い
か
ら
。

鰺
の
百
科
シ
リ
ー
ズ
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
島
歯
科
医

虫
歯
と
並
ん
で
歯
科
の
2
大
疾
患
の

歯
槽
膿
漏
に
つ
い
て

　
虫
歯
は
歯
の
病
気
で
す
が
、
歯
槽

膿
漏
は
歯
を
支
え
て
い
る
骨
や
歯
肉

の
病
気
で
す
．

　
歯
槽
膿
漏
は
、
日
常
、
何
ら
症
状

は
み
ら
れ
ず
疲
労
が
重
な
っ
た
り
、

風
邪
を
ひ
い
た
り
す
る
と
、
痛
み
や

腫
れ
る
な
ど
の
症
状
を
示
し
、
予
防

措
置
を
構
じ
な
け
れ
ば
、
少
し
づ
つ

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
又
、
こ
の
病

気
に
か
か
る
の
が
一
度
に
何
本
も
な

り
、
ダ
メ
に
な
っ
て
抜
け
る
の
も
何

本
も
同
時
に
抜
け
た
り
、
口
臭
の
原

困
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
や
っ
か

い
な
病
気
で
す
．

（はじめに）

　
歯
槽
膿
漏
と
い
う
と
、
老
化
現
象

の
一
つ
と
し
て
昔
は
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
二
十
才
を
過
ぎ
れ
ば
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
誰
も
が
か
か
っ

て
い
る
病
気
で
す
。

　
こ
の
病
気
の
最
大
の
原
因
は
、
歯

垢
や
歯
石
と
呼
ば
れ
る
歯
に
つ
い
た

汚
れ
で
す
。
こ
の
歯
垢
の
所
で
口
の

中
の
細
菌
が
繁
殖
し
て
種
々
の
毒
素

を
出
し
な
が
ら
歯
肉
の
奥
深
く
侵
入

し
て
歯
の
周
囲
の
骨
を
溶
し
、
そ
の

た
め
に
歯
を
支
え
る
も
の
が
少
く
な

っ
て
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
た
り
歯
肉

が
や
せ
て
歯
と
歯
の
間
に
す
き
間
が

（ひどくなると）

（最後には）

総合体育館
　道場開き開催

あ
い
た
り
す
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
歯
と
歯
の
咬
み
合
せ
も
原

圓
に
な
り
ま
す
。
本
来
人
間
の
歯
は

垂
直
的
な
力
に
は
強
く
で
き
て
い
る

の
で
す
が
、
横
か
ら
の
力
に
は
弱
く

そ
の
力
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
と
、

歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
破
壊
さ
れ
て

歯
が
動
揺
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
場
合
は
咬
み
合
せ
の
悪
い
歯
だ

け
が
や
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
全
身
的
に
は
、
糖
尿
病
に
な

る
と
歯
槽
膿
漏
の
進
行
が
早
い
の
で

こ
の
病
気
の
人
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
．

　
で
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
予
防
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
、
そ

の
予
防
法
に
つ
い
て
お
話
す
る
予
定

で
す
．

〉

　
十
月
三
十
一
日
の
完
工
を
目

指
し
て
建
設
中
の
総
合
体
育
館

柔
剣
道
場
の
道
場
開
き
を
左
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
近
郷
有
力
選
手
達
の
紅
白
試

合
や
、
真
剣
を
使
っ
て
の
型
の

演
武
な
ど
日
頃
見
ら
れ
な
い
催

し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
般
の
方
々
も
多
数
ご
歓
覧
下

さ
い
。

一
、
日
時
　
十
一
月
六
日

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

二
、
会
場
　
松
代
町
立

　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
館
武

　
　
　
　
　
　
道
場

三
、
内
容

　
　
○
午
前
の
部

　
　
　
少
年
剣
道
紅
白
試
合

　
　
○
午
後
の
部

　
　
　
日
本
剣
道
型

　
　
　
居
合
道
演
武

　
　
　
紅
白
試
合
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県
道
松
代
岡
野
町
線
に
添
っ
て
峯

方
地
区
に
蓬
平
、
会
沢
、
清
水
、
桐

山
の
四
部
落
あ
り
ま
す
が
、
桐
山
は

町
役
場
よ
り
九
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、

刈
羽
郡
高
柳
町
と
中
魚
沼
郡
川
西
町

の
境
界
に
接
し
て
い
ま
す
。

　
部
落
の
戸
数
は
十
八
戸
、
人
口
六

十
一
名
峯
方
地
区
で
は
一
番
小
さ
な

集
落
で
す
．

で
は
こ
の
桐
山
は
何
時
頃
か
ら
始
ま

っ
た
か
に
つ
い
て
、
旧
家
の
皆
さ
ん

に
聞
い
て
も
、
ど
の
方
面
か
ら
入
っ

県道松代岡野町線より桐山部落をのぞむ

て
来
た
の
か
、
部
落
の
お
い
た
ち
に

関
す
る
古
文
書
は
見
当
ら
ず
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
今
か
ら

六
百
余
年
前
に
小
山
家
は
現
在
の
地

に
、
寺
崎
家
は
部
落
の
東
下
方
の
地

名
、
沢
ノ
田
に
桑
原
家
（
旧
川
西
桐

山
）
は
、
北
東
約
千
米
離
れ
た
通
称

あ
さ
平
に
住
み
付
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
四
百
年
位
前
に
小
山
家
か
ら

寺
崎
、
桑
原
の
両
家
に
同
じ
と
こ
ろ

に
住
も
う
で
は
な
い
か
と
呼
び
掛
け

が
あ
り
、
現
在
の
地
に
集
っ
た
の
だ

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
学
校
は
、
峯
方
尋
常
高
等
小

学
校
（
現
在
清
水
校
）
桐
山
分
教
場

が
あ
り
、
高
等
科
は
清
水
の
本
校
に

通
学
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
五
年

の
冬
、
通
学
途
中
全
員
が
表
層
ナ
ダ

レ
に
押
し
流
さ
れ
た
事
故
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
部
落
に
独
立
校
を
建
て

よ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
二

十
三
年
春
三
郡
の
境
に
組
合
立
桐
山

小
中
学
校
が
設
立
ざ
れ
ま
し
た
。
設

立
当
時
桐
山
は
、
分
校
派
と
組
合
派

に
分
か
れ
た
事
か
ら
高
柳
、
仙
田
の

二
村
組
合
立
で
発
足
し
、
三
十
六
年

に
高
柳
町
、
松
代
町
、
川
西
町
の
三

町
組
合
立
と
な
り
、
四
十
二
年
に
川

西
町
、
桐
山
が
松
代
町
に
編
入
し
た

事
か
ら
、
高
柳
、
松
代
の
二
町
組
合

立
と
な
り
、
四
十
七
年
に
高
柳
町
後

谷
が
、
集
団
離
村
し
た
た
め
に
組
合

立
は
解
消
し
、
松
代
町
立
桐
山
小
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
幾
度
か
の
変
遷
を
た

ど
っ
て
来
た
学
校
も
昨
年
春
に
児
童

数
の
減
少
か
ら
設
立
以
来
三
十
四
年

の
歴
史
を
閉
じ
清
水
校
に
合
併
し
ま

し
た
。

　
昔
と
違
い
今
は
、
冬
期
間
も
道
路

は
除
雪
さ
れ
交
通
の
便
は
良
く
な
り

バ
ス
も
桐
山
ま
で
四
往
復
通
っ
て
お

り
三
名
の
児
童
は
毎
日
バ
ス
で
通
学

し
て
い
ま
す
。

　
県
道
は
幅
員
が
せ
ま
く
、
現
在
辺

地
改
良
工
事
で
清
水
部
落
と
高
柳
町

栃
ヶ
原
の
両
方
か
ら
桐
山
に
向
っ
て

道
路
拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

冬
期
ナ
ダ
レ
の
危
険
箇
所
に
は
、
毎

年
何
基
か
防
雪
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
部
落
の
中
央
に
集
落

開
発
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
今
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
9
ぺ
ー
ジ
ヘ
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1
ジ
よ

り

桐山十二神社

灘

で
学
校
を
寄
り
処
に
し
て
い
た
各
種

の
行
事
も
、
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

婦
人
会
、
老
人
会
、
消
防
団
員
も
毎

月
利
用
し
、
ま
た
夏
休
み
に
は
、
小
、

中
学
生
が
勉
強
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
夏
、
桐
山
校
は
取
り
壊
さ
れ
、

そ
の
跡
地
に
部
落
で
記
念
碑
を
建
て

る
話
も
決
ま
り
、
今
秋
建
立
の
運
び

と
な
り
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

麟

仙田桐山十二神社

　
今
ま
で
農
休
日
は
毎
月
一
日
と
第

三
日
曜
日
を
こ
の
春
か
ら
第
一
と
第

三
日
曜
日
に
変
更
し
、
朝
セ
ン
タ
ー

で
農
休
日
お
知
ら
せ
の
放
送
を
し
て

い
ま
す
。

　
専
業
農
家
だ
け
の
こ
の
部
落
に
入

っ
て
も
水
田
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら

ず
他
所
か
ら
来
た
人
は
、
田
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

作
場
は
離
れ
て
い
ま
す
。
田
の
半
分

位
は
部
落
の
下
方
か
ら
索
道
で
二
回

も
掛
け
、
や
っ
と
ハ
サ
場
ま
で
稲
を

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
が
何
ヶ

所
も
あ
っ
た
。
近
年
県
単
農
道
、
町

単
農
道
と
、
何
本
も
整
備
さ
れ
田
ま

・
で
車
が
入
る
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
当
地
は
山
ふ
と
こ
ろ
は
深
く
山
は

肥
天
で
雪
消
え
と
共
に
至
る
処
に
フ

キ
ノ
ト
ウ
、
ア
ズ
キ
菜
、
ゼ
ン
マ
イ
、

ウ
ド
等
の
山
菜
が
自
生
し
て
お
り
採

る
人
は
相
当
稼
い
で
い
ま
す
。

　
桐
山
で
も
昨
年
か
ら
イ
ン
ゲ
ン
の

栽
培
を
始
め
、
反
収
は
町
一
番
の
好

成
績
で
し
た
。
本
年
は
栽
培
者
も
ふ

え
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
が
、
価
格
面
、

収
量
面
共
昨
年
に
及
ば
な
い
よ
う
で

す
。
今
年
の
反
省
を
し
来
年
も
ま
た

栽
培
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

葉
タ
バ
コ
も
一
戸
が
栽
培
し
て
お
り

好
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

部
落
に
は
同
じ
十
二
神
社
が
二
社
あ

り
毎
年
一
回
九
月
一
日
に
両
社
で
豊

年
祈
願
の
風
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
郷
土
史
を
調
査
に
訪
れ
た
川

西
町
史
編
さ
ん
室
の
金
子
幸
作
室
長

が
神
社
内
を
見
て
い
る
内
に
発
見
し

た
の
は
、
御
神
体
の
脇
に
祀
ら
れ
て

あ
る
三
尊
種
子
の
梵
字
碑
で
し
た
。

こ
の
梵
字
碑
（
板
碑
）
は
両
社
に
あ

り
、
ど
ち
ら
も
長
さ
、
約
五
十
セ
ン

チ
、
幅
約
二
十
セ
ン
チ
の
自
然
岩
（

安
山
岩
）
に
阿
弥
陀
如
来
、
千
手
観

音
（
キ
リ
ー
ク
）
と
聖
観
音
（
サ
）

勢
至
菩
薩
（
サ
ク
）
の
三
尊
が
刻
ま

れ
、
そ
の
下
に
文
和
五
年
と
あ
り
右

側
に
や
や
小
さ
く
二
月
、
左
に
十
三

日
と
刻
ま
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
武
人
の
死
者
を
祀
っ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
文
和
五
年
は
正
平
十
一
年
（
一
三

五
六
年
）
で
あ
り
こ
の
時
代
は
、
天

皇
が
お
二
方
お
ら
れ
た
時
で
文
和
は

北
朝
年
号
正
平
は
南
朝
年
号
で
す
。

（
註
南
朝
は
一
三
四
六
年
か
ら
二
二

七
〇
年
で
滅
び
た
）
南
北
朝
の
争
乱

期
に
松
代
郷
と
、
川
西
郷
に
こ
の
梵

字
碑
が
あ
る
事
は
、
こ
の
あ
た
り
の
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た
く
あ
ん
の

　
　
　
つ
　
け

方

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
は
、
た
く
あ
ん
の
お

い
し
い
季
節
。
昔
か
ら
、
た
く
あ

ん
は
”
母
さ
ん
の
味
”
と
言
わ
れ

て
い
る
と
か
…
…
。
お
い
し
い
た

く
あ
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

o
材
料

　
大
根
－
二
〇
㎏
（
約
五
十
本
）
、

赤
砂
糖
一
㎏
、
塩
七
〇
〇
g
、
こ

ぬ
か
四
升
、
色
粉
－
大
さ
じ
一
杯
、

o
作
り
方

　
大
根
を
冷
た
い
風
が
吹
く
十
月

下
旬
こ
ろ
、
十
日
か
ら
二
週
間
位

山
奥
で
も
両
勢
力
が
闘
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
室
長
は
推
論
し
て
い
ま
す
。

標
高
三
八
○
米
の
桐
山
は
山
の
上
に

あ
り
夏
の
渇
水
期
に
は
水
不
足
の
家

庭
が
多
く
永
年
町
の
簡
易
水
道
を
待

ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
三
年
前
か
ら

峯
方
地
区
に
も
水
道
が
入
り
桐
山
は

当
初
の
予
定
よ
り
一
年
早
く
只
今
施

設
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
々
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
の
地
で
部

落
民
一
同
希
望
を
持
っ
て
農
作
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。

と
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

干
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
場
所
は
、
風
通
し
が
よ
く
、
雨
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
当
た
ら
な
い
所
を
選
ぶ
こ
と
。
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

こ
ぬ
か
、
砂
糖
、
塩
、
色
粉
を
、
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
な
く
だ
ん
ご
を
こ
ね
る
よ
う
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

に
約
三
十
分
も
み
な
が
ら
混
せ
る
。
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
一
晩
ね
せ
て
置
い
て
、
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
間
な
く
並
べ
た
大
根
に
適
当
に
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

か
け
て
つ
け
込
む
。
最
初
の
十
五
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

日
間
位
は
、
出
来
る
だ
け
重
い
石
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

を
置
き
、
次
の
十
田
間
位
は
軽
く
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
ま
た
、
十
日
ほ
ど
重
い
石
を
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

置
い
て
お
く
。
塩
加
減
は
食
べ
て
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

み
て
好
み
に
合
わ
せ
る
。
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
長
く
た
っ
て
も
、
す
っ
ぱ
く
な
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ら
な
い
コ
ツ
は
、
材
料
を
よ
く
こ
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
か
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
、
そ
の
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ぬ
か
を
一
晩
ね
か
せ
て
置
く
こ
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
…
一
－
“
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秋の火災予防運動

　　　　　　　始まる
10月26日一”月1日

防災シリーズ⑱

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴
重
な

財
産
の
損
失
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

「
わ
が
家
か
ら
は
火
は
出
さ
な
い
」

を
あ
い
こ
と
ば
に
、
次
の
点
に
充
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
火
災
予
防
は
、
日
頃
の
安
全
管
理

　
が
大
切
で
す
。

※
火
気
か
ら
離
れ
る
時
は
、
そ
の
都

　
度
火
を
消
す
。

※
火
気
の
ま
わ
り
は
常
に
整
理
整
頓

　
し
、
可
燃
物
は
置
か
な
い
。

※
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

※
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
等
は
、
子
供

　
の
手
の
届
か
な
い
所
に
。

※
ス
ト
ー
ブ
等
火
を
つ
け
た
ま
ま
で

　
持
ち
運
び
や
給
油
は
し
な
い
。

※
タ
コ
足
配
線
は
し
な
い
。

※
ガ
ス
器
具
は
、
使
用
後
器
具
栓
だ

　
け
で
な
く
元
栓
も
し
め
る
。

※
屋
外
で
の
ご
み
焼
却
、
た
き
火
、

　
ぬ
か
焼
等
は
、
消
火
の
備
え
と
監
視

　
視
を
励
行
し
、
特
に
風
の
あ
る
日

は
中
止
す
る
。

「
点
検
は

　
　
防
火
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
し
め
く
く
り
」

松代町火災発生状況並びに救急車出動状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：松代分遣所

　　年

種別
48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

10年間

平均
　（件）

火　災 5 1 1 2 1 4 1 4 1 2 2．2

　（回）

救急車 24 96 122 104 148 148 128 140 122 94 112．6

犬
伏
の
夜
番

　
　
　
　
（
紹
介
）

　
夜
番
の
始
ま
り
は
、
9
7
年
前
の
大

火
の
年
（
明
治
1
9
年
7
月
2
7
日
）
か
ら

続
い
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
犬
伏
部
落

は
建
築
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
た
。
部

落
の
大
半
が
新
築
と
な
っ
た
年
（
人

家
3
5
戸
、
倉
庫
2
戸
全
焼
）

　
だ
れ
か
ら
と
も
な
く
夜
警
を
や
ろ

う
と
言
う
事
に
な
り
、
四
人
一
組
の

夜
番
が
で
き
た
、
毎
年
五
月
八
日
か

ら
十
一
月
二
十
日
ま
で
毎
夜
続
い
て

い
る
。
昔
は
二
十
日
間
に
一
回
位
の

割
合
で
回
っ
て
き
た
が
、
今
は
十
七

日
ほ
ど
で
回
っ
て
く
る
。
夜
の
1
0
時

に
な
る
と
「
カ
ッ
パ
」
　
（
火
と
水
の

関
係
か
ら
き
て
い
る
言
葉
か
？
あ
る

い
は
、
部
落
中
で
と
言
う
意
味
な
も

の
か
？
定
か
で
な
い
。
）
の
家
の
人

（
四
人
組
の
責
任
者
）
が
「
ヒ
ョ
ウ

シ
ギ
」
を
打
ち
始
め
る
と
、
当
番
の

三
人
が
い
つ
と
も
な
く
合
流
し
て
、

夜
番
が
始
ま
る
。
各
家
々
に
通
ず
る

道
路
を
く
ま
な
く
歩
く
、
1
5
分
位
の

所
用
時
間
で
あ
る
。
夜
番
に
よ
り
大

事
に
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
二
、

三
回
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
二
回
目
の

12

時
ま
で
「
カ
ッ
パ
」
の
家
で
待
機

と
な
り
、
稲
作
の
こ
と
、
老
人
会
の

こ
と
…
…
よ
も
や
ま
話
が
始
ま
る
。

　
毎
年
7
月
2
7
日
は
、
火
事
祭
で
子

供
達
が
「
空
カ
ン
」
を
引
き
づ
り
な

が
ら
（
夜
1
0
時
）
火
の
用
心
を
呼
び

掛
け
つ
づ
け
て
い
る
。
昔
は
大
人
が

夜
明
か
し
で
や
っ
た
。

　
「
カ
ッ
パ
」
の
人
が
「
ヒ
ョ
ウ
シ

ギ
」
の
音
が
良
い
か
ら
明
日
は
天
気

が
い
い
ぞ
！
と
い
い
な
が
ら
左
右
を

見
た
。
電
燈
が
一
つ
二
つ
と
消
え
て

ゆ
く
、
カ
チ
ン
、
カ
チ
ン
と
樫
で
作

ら
れ
た
「
ヒ
ョ
ウ
シ
ギ
」
の
音
は
暗

闇
に
響
い
た
…
…

　
夜
番
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
い
つ
ま

で
も
続
け
て
下
さ
い
。

火事
救急車

11⑨
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つ
け
よ
う
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
力

ま
も
ろ
う
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
慶

“
か
あ
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
”

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
体
力

づ
く
り
の
生
活
化
を
図
る
こ
と

と
、
体
力
づ
く
り
に
関
心
を
持

た
せ
体
を
動
か
す
こ
と
の
必
要
性
を

体
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
で
教

室
を
開
備
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
絶
体
条
件
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

に
運
動
が
あ
り
ま
す
。
体
力

づ
く
り
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

年
令
に
合
わ
せ
な
が
ら
行
な

え
る
の
で
最
適
な
運
動
法
で

す
。　
運
動
は
特
定
の
部
分
の
み

動
か
す
の
で
は
な
く
、
身
体

の
各
部
分
を
動
か
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
頭
、
く
び
、

肩
、
手
足
、
背
筋
、
腹
筋
、

腰
を
前
後
左
右
に
曲
げ
た
り
、

屈
伸
を
汗
ば
む
ぐ
ら
い
や
り
、

こ
れ
を
毎
日
二
～
三
分
続
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ば
効
果
が
あ
り
、
心
臓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
め
と
し
た
か
ら
だ
の
各
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
の
働
き
を
活
発
に
し
て
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
の
予
防
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
床
の
中
で
で
き

る
運
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
是
非
実
践
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
〔
町
公
民
館
〕

●
さ
あ
筋
肉
や
神
経
を
目
ざ
め

さ
せ
一
日
の
生
活
を
快
適
に
し
よ
う
。

床の中でできる起きぬけ運動

恵　 一

，〉一ぞi
一閣『1【く軸隔　　一・

一

はずみをつけて

前にまげよう

世承心獣轡糊ぎ　・

さあ全身を伸ばそう

講
交互に横，ゆ
かかえよつ　♂

尋・の一

犀簗…手首●足首噸の
4の1劣　関節を伸ばそっ

　　胸をはって

巡背を伸ばそう

㌧
勲馴
一
』

孫、
毎

上向きのまま　♂岬㍗

膝を交互に

倒そう

　　　　、一’　《

瓢＄
腰を

もちあげよう

麟『，
ノ

さあ

起きあがろう♪

罰

』一6繍口働D
亀劃幽画圃噸爾隔噂

髄
櫨綴皐謝

膝を押そ

　
，
，
％

、
　
　
　
β

喚
、

肩と首をまわしたら、トン

トンたたいて起きあがろう

（癖か

レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

（儀明婦人会）（孟地婦人会）
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主
一
一
レ
一
妻
一
レ
一
毒
一
レ
一
套
一
レ
一
毒
一
b
，
姜
一
b
も
7
レ
呂
多
ひ
｝
7
レ
一
套
一
レ
三
享

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼

合
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安
全
運
転
　
卿

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ
④
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

一
…
雪
－
一
ε
雪
－
ま
讐
－
一
…
雪
－
の
…
一
，
－
一
邑
雪
4
一
…
雪
－
』
…
，
－
，
…
一
一
－
』
…
一
－
，

－
ー
安
全
の
ぺ
ー
ス
を
広
め
よ
i

　
車
間
距
離
を
と
れ
！
と
は
、
よ
く

言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド

や
交
通
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
大

体
、
大
型
バ
ス
一
台
が
入
れ
る
車
間

を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
る
べ
き
で
し

●
．
避

㍉一
　
”
鑑
覇
．
逸

の
　
　
、
，
i
｝
蕊
・

　
　
　
〕
こ
　
　
　
・
　
　
、

　
　
　
藁
　
　
胸

　
　
　
≦
　
　
幅
。
み

　
　
　
■
、
　
、
＾
ー
’

　
　
　
　
　
．
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
〃

メビ
惚
1
緬

よ
う
。
な
お
、
安
全
の
ス
ペ
ー
ス
と

い
う
の
は
、
車
間
距
離
だ
け
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
側
方
の
間
隔
も

そ
う
で
す
し
、
道
路
や
交
通
の
状
況

に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
、
ま
た
時
間
的

に
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と
な
ど
も
「
安

全
の
ス
ペ
ー
ス
」
を
形
づ
く
る
も
の

で
す
．

2
i
性
急
な
右
折
は
危
険
1

　
右
折
す
る
と
き
、
対
向
車
の
流
れ

の
わ
ず
か
な
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
し

て
性
急
に
右
折
す
る
と
、
自
転
車
や

二
輪
車
を
見
落
す
こ
と
が
多
く
危
険

で
す
。
と
く
に
、
あ
ま
り
勢
い
よ
く

右
折
す
る
と
、
交
差
点
の
横
断
歩
道

の
手
前
で
停
止
し
切
れ
ず
、
横
断
歩

行
者
を
は
ね
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー

ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
右
折
に
あ
た

っ
て
は
、
対
向
車
の
流
れ
が
十
分
に

途
切
れ
る
の
を
待
っ
て
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
右
折
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。

碗
幾

　
6

　
’

．
．
㍗

3
1
車
の
方
で
避
け
て
く
れ
る
と

　
　
　
歩
行
車
は
思
っ
て
い
る
ー

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど

歩
行
者
は
い
つ
も
車
に
注
意
し
て
通

行
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
と

く
に
老
人
や
年
配
の
婦
人
な
ど
は
そ

う
で
す
。
そ
う
し
た
歩
行
者
の
多
く

は
、
車
の
ほ
う
で
自
分
を
避
け
て
通

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
歩

行
者
が
、
運
転
者
や
車
の
ほ
う
を
見

た
か
ら
と
い
っ
て
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

歩
行
者
側
の
避
譲
を
期
待
し
な
い
で
、

あ
な
た
が
積
極
的
に
避
譲
し
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

覧
．
．
9

ま
す
の
で
、
追
越
し
を
決
意
す
る
と

同
時
に
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、
直
ち

に
取
り
や
め
る
と
い
う
決
意
も
必
要

で
す
。
危
険
を
察
知
し
な
が
ら
、
他

車
の
避
譲
を
期
待
し
て
、
あ
え
て
敢

行
す
る
と
い
う
の
は
、
勇
気
で
は
な

く
、
お
ろ
か
な
蛮
勇
と
い
う
も
の
で

す
。

翫」r｝9マ1．5∬『　　〆

り
鳩
・・ノ耀

．纏護

、駆

，
’
舶

“
．
・

　
　
軌
　
o

“魎

　
，
　
“
　
　
ー
　
ご

亀
巴
ぜ
レ
　
　
ロ

　
．
嵐
、
メ

　
　
　
嬬

り

　
‘

ク／

濃
　
　
4
、
．
／
勿
Z

割

4f

無
理
を
感
じ
た
ら

　
　
　
直
ち
に
や
め
る
勇
気
を
i

　
一
旦
、
追
越
し
を
決
意
し
て
も
、

状
況
は
刻
々
変
化
す
る
も
の
で
す
が

ら
、
進
路
変
更
し
た
と
た
ん
、
新
た

な
危
険
が
発
見
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

5
1
追
越
し
禁
止
は
標
識
の
あ
る

　
　
　
　
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
い
1

　
追
越
し
禁
止
の
道
路
標
識
…
…
実

際
と
は
「
追
越
し
の
た
め
の
右
側
部

分
は
み
だ
し
通
行
禁
止
」
の
道
路
標

識
や
標
示
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
標
識
等
が
あ
る
場
合
は
、
右
側

部
分
へ
は
み
出
し
て
の
追
越
し
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
標
識
等
が
な
く
て
も
、
追
越
し

行
為
そ
の
も
の
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

道
路
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
　
（
下
図

参
照
）
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
そ
の
道

路
形
状
か
ら
考
え
て
、
追
越
し
が
危

険
だ
と
い
う
場
所
な
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
の
部
分
で
の
追
越
し
は
絶
対

禁
物
で
す
．
謬

醸鷺
緻鵬鰭
⑥甥鎗雛の

燃鞭盟

（57年交通年鑑よひ））郡内、交通事故発生状況

　　　区分

町村別

発　生　件　数 死　者　数 傷　者　数 自動車

台　数57年 56年
増減率
（％） 57年 56年

増減率
（％） 57年 56年

増減率
（％）

東
　
頸
　
城
　
郡

安塚町
浦川原村

松代町
松之山町

大島村
牧　　村

6
1
4
1
6
6
8
5

6
1
7
1
0
8
1

2
5

　O．0

－17．6

60．0

－25．0

－33．3

　0．O

1
1

一100．0

　0．〇

　　一

6
1
8
1
6
9
7
5

6
1
6
1
2
1
0
1
2
6

　0．0

12．5

33．3

－10．0

－41．7

－16．7

2，324

2，392

2，057

1，789

1，765

2，078

計 55 58 一5．2 3 2 50．0 61 62 一1．6 12，411
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難

◎
上
手
な
医
者
の
か
か
り
か
た

　
国
保
の
加
入
者
が
、
病
気
や
ケ
ガ

で
医
師
に
か
か
る
と
、
た
と
え
ば
一

万
円
か
か
っ
た
医
療
費
で
も
、
一
部

負
担
金
と
し
て
払
う
の
は
、
三
千
円

で
す
み
ま
す
。
あ
と
七
千
円
は
、
み

な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
保
険
税
と
、

国
等
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
擁

　
　
　
∬
ぐ
担

　
　
　
癖
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魍
灘
麟
国
纏
嬬
田
苺
固
饗
雌

　o　つ

○
か薦麟蓼

　
巨
　
働篤3嬬

　
し
か
し
医
療
費
の
伸
び
は
、
毎
年

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
医
療
費
が
ふ
え

て
い
く
と
保
険
税
を
毎
年
値
上
げ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必

要
な
と
き
に
、
良
い
医
療
を
受
け
る

た
め
に
も
、
は
し
ご
受
診
を
し
た
り
、

ク
ス
リ
ね
だ
り
を
す
る
な
ど
医
者
泣

か
せ
を
し
て
、
大
切
な
医
療
費
を
ム

ダ
に
使
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん

な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
信
頼
関
係
が
大
切

　
病
気
を
早
く
治
す
に
は
、
医
師
を

信
頼
し
、
指
示
を
よ
く
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
急
病
な
ど
の
場

合
は
と
も
か
く
、
深
夜
や
休
日
な
ど

の
受
診
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
医
師

を
い
た
わ
る
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

◎
国
保
と
交
通
事
故

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、
第

三
者
（
加
害
者
）
か
ら
受
け
た
傷
病

の
治
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
そ
の

弁
償
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
場
合
に
は
、
国
保
で
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次

の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

①
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を
受

け
と
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は
使
え
ま

せ
ん
．

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に
は

必
ず
事
前
に
国
保
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

③
届
出
に
よ
り
国
保
で
治
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
保
か
ら

医
療
機
関
へ
治
療
費
の
七
割
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
七
割
は
後
日
、
国
保
が
被
害
者
に

か
わ
っ
て
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◎
健
康
家
庭
に
報
償

　
健
康
は
、
私
た
ち
が
、
毎
日
の
生

活
を
つ
づ
け
て
い
く
う
え
で
、
か
け

が
え
の
な
い
宝
で
す
。
い
つ
も
自
分

の
健
康
状
態
を
正
し
く
把
握
し
、
明

る
い
生
活
を
送
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
よ
・
つ
。

　
今
年
も
つ
ぎ
の
方
々
が
国
保
の
医

療
無
給
付
世
帯
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

近
く
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
皆
様
の

健
康
を
た
た
え
ま
す
。

　
　
（
本
年
度
の
該
当
者
）

◇
五
年
以
上
医
療
の
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
世
帯

　
佐
藤
幸
三
　
室
　
野
　
向
　
田

◇
三
年
以
上
医
療
の
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
世
帯

　
P杉
　
鍾
爾

関
谷
倉
蔵

関
谷
吉
蔵

寺
崎
秀
夫

山
岸
重
雄

小
堺
　
巴

室蒲桐千松松

野生山年代代

で
み
せ

辰
巳
屋

孫
　
吉

伴
ね
ん

権
兵
田
安
堂

◇
一
年
以
上
医
療
の
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
世
帯
　
十
五
世
帯

　
◎
報
償
要
件

一
、
毒
響
纏
辮

　
こ
の
調
べ
は
毎
年
三
月
三
十
一
日

現
在
で
調
査
い
た
し
ま
す
。

二
、
右
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納

金
が
な
い
者
で
医
療
の
給
付
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
国
保
世
帯
に
対
し
て

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
報
償
し
ま

す
。◎
成
人
病
に
用
心

　
成
人
病
は
慢
性
病
の
一
種
で
、
中

年
を
過
ぎ
る
と
急
増
し
、
職
場
で
は

働
き
ざ
か
り
、
家
庭
で
は
一
家
の
柱

と
も
い
う
べ
き
人
を
襲
う
の
で
、
こ

わ
い
病
気
で
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
脳
卒
中
、

が
ん
、
心
臓
病
、
肝
臓
病
も
ふ
え
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
成
人
病
は
若
い
と
き
か
ら
兆
し

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

中
年
過
ぎ
か
ら
表
面
化
す
る
わ
け
で

若
い
と
き
か
ら
の
心
が
け
と
摂
生
で

そ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
九
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

高
橋
保
雄
・
樋
口
美
枝
子

　
　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

小
堺
直
人
　
父
隆
幸
・
母
広
美

　
　
　
（
長
男
・
蓮
平
・
五
郎
作
）

山
岸
明
人
　
父
吉
弘
・
母
康
江

　
（
長
男
・
木
和
田
原
・
吉
田
屋
）

関
谷
則
和
　
父
則
雄
・
母
恵
子

　
　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
善
屋
）

櫻
澤
　
　
一
　
父
正
一
・
母
京
子

　
　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
田
中
）

市
川
　
優
　
父
健
一
・
母
和
子

　
　
　
　
（
二
男
・
松
代
・
伝
年
）

関
谷
朋
真
　
父
宗
一
・
母
由
美
子

　
　
　
（
三
男
・
松
代
・
田
端
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堺
綾
子
　
父
悦
夫
・
母
恭
子

　
　
　
　
　
（
二
女
・
儀
明
・
東
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

相
澤
ミ
ナ
　
4
2
歳
松
代
下
の
島
住
宅

柳
喜
一
郎
7
4
歳
・
千
年
・
清
吉

高
橋
ト
リ
　
9
0
歳
　
松
代
治
郎
兵
衛

内
山
久
松
　
8
3
歳
　
木
和
田
原
久
院
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　　　　　文

芸

　ロ　　ハ、∈駿鵡i

　
蟹

瀞
一

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
め

一
人
ず
つ
吊
橋
わ
た
る
稲
負
い
女

隣
り
合
う
作
見
く
ら
べ
て
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

神
輿
去
り
静
か
さ
も
ど
る
村
は
ず
れ

稲
刈
る
や
そ
ぼ
降
る
雨
を
憎
み
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ

秋
祭
り
日
照
り
日
な
た
で
莚
酒

秋
茄
子
や
母
に
見
せ
た
き
一
周
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

倉
萩
の
花
さ
か
り
な
る
ダ
ム
通
る

こ
お
ろ
ぎ

蜷
蜂
も
観
音
経
か
茶
水
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

　
　
　
　
　
　
は
　
さ
　
ば

蜷
蜂
の
鳴
く
道
稲
架
場
通
り
過
ぐ

電
柱
も
稲
架
場
支
柱
に
組
み
込
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
コ
か
ん
た
ん

秋
深
し
郡
郵
聞
き
て
深
眠
り

栗
飯
を
山
ほ
ど
盛
り
て
月
ま
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

し
ろ
が
ね
の
髪
美
し
く
敬
老
日

笠
紐
に
涼
し
く
秋
の
立
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
わ

手
に
取
り
て
美
人
の
顔
や
秋
団
扇

近
江
路
の
旅
琵
琶
湖
畔
秋
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

秋
分
や
帯
の
間
の
乗
車
券

稔
る
稲
し
あ
わ
せ
そ
う
に
投
げ
上
げ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

句
の
友
の
逝
き
し
み
空
の
鰯
雲

刈
り
入
れ
の
つ
な
ぎ
作
り
し
母
八
十

路
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
か
　
し

長
雨
で
役
目
終
わ
り
し
濡
れ
案
山
子

稲
刈
り
て
実
の
す
こ
や
か
を
喜
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

秋
風
が
吹
く
た
び
毎
に
身
に
泌
み
る

孫
連
れ
て
稲
刈
人
夫
に
あ
つ
い
お
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

機
械
刈
は
じ
め
て
稲
刈
帖
持
た
ず

挨
拶
は
稲
の
作
柄
聞
き
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

豊
作
と
迄
は
ゆ
か
ぬ
と
答
え
け
り

秋
雨
や
茶
水
静
か
に
逝
き
し
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

泥
臭
き
女
房
と
な
り
稲
刈
女

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
し
ま
ま
に
山
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
ど
　
じ
ょ
う

露
深
し
仕
掛
け
た
泥
鱈
五
六
匹

萩
芒
乱
れ
野
道
を
狭
う
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

首
振
り
て
朝
露
落
と
す
八
ツ
頭

雀
追
う
案
山
子
に
雀
十
羽
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

橘

咲
き
乱
る
み
ぞ
そ
ば
父
の
忌
は
近
し

稲
の
束
積
ま
れ
山
田
は
昏
れ
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

山
小
屋
に
人
声
の
し
て
秋
の
暮

野
良
着
の
ま
ま
妻
が
焼
き
だ
す
秋
刀

魚
か
な
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

稲
埃
り
眼
鏡
拭
き
つ
つ
客
迎
う

草
の
実
の
野
良
着
濯
ぎ
て
日
暮
れ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

蜘
蛛
の
巣
を
白
く
た
る
ま
す
朝
の
露

足
跡
に
小
魚
遊
ぶ
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

秋
茄
子
や
紫
濃
く
て
小
粒
か
な

コ
ス
モ
ス
に
蝶
が
と
ま
れ
る
日
和
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

雨
や
み
て
咲
き
し
ず
も
れ
り
鳳
仙
花

蜷
蜂
の
哺
く
音
に
街
灯
青
く
冴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

山
蔭
の
迫
る
稲
積
む
権
曳
け
り

雨
滴
ま
だ
葉
末
に
残
る
小
望
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

献献學舩舩轍献献嚇献齢齢献献勢勢齢献硲勢勢硲献硲勢舩献勢齢學舩献献勢學學献献曜献勢勢舩勢勢勢齢勢献献献勢勢

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

短
歌
童
欲
し
き
里

　
　
　
　
　
下
山
　
埋
　
れ
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
て

螢
よ
ぶ
唄
も
聞
き
得
ず
畷
道
足
ど
り

重
く
家
路
辿
る
も

　
　
　
　
　
あ
け
　
み

グ
ミ
の
木
の
朱
実
漁
り
し
痕
も
な
し

夕
日
の
丘
に
虫
す
だ
き
お
り

色
裾
せ
し
紫
陽
花
の
花
傾
き
て
日
盛

り
暑
く
蝉
時
雨
き
く

人
生
の
旅
路
疲
れ
と
思
ほ
ゆ
る
顔
の

居
並
ぶ
老
検
診
日

血
圧
は
か
な
り
高
し
と
告
げ
ら
れ
て

佗
し
く
笑
う
老
人
も
あ
り

　
秋
う
え
球
根
の

　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

　
秋
う
え
の
球
根
は
、
春
う
え
の
球

根
に
比
べ
非
常
に
種
類
、
品
種
の
数

が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
色
々
な
性
質

の
も
の
が
あ
り
、
初
め
て
作
る
時
は

そ
の
性
質
の
説
明
を
よ
く
読
み
、
失

敗
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

球
根
を
庭
に
植
え
る
時
は
図
の
よ
う

な
深
さ
に
植
え
ま
す
。
水
は
け
と
日

当
り
の
よ
い
所
が
適
し
ま
す
が
、
水

は
け
が
よ
け
れ
ば
半
日
ぐ
ら
い
し
か

日
の
当
ら
な
い
所
で
も
花
は
咲
き
ま

す
。　
鉢
植
え
の
場
合
は
、
腐
葉
土
を
混

ぜ
た
水
は
け
の
よ
い
土
を
用
い
、
球

根
の
上
に
三
～
四
セ
ン
チ
土
が
か
か

る
深
さ
に
植
え
ま
す
。
芽
が
鉢
の
上

に
出
た
な
ら
ば
追
肥
を
し
鉢
の
上
部

ま
で
土
を
入
れ
ま
す
。
鉢
植
え
に
し

た
時
は
、
芽
が
出
て
な
く
て
も
根
は

動
い
て
い
る
の
で
、
乾
か
さ
な
い
よ

う
に
水
や
り
に
は
気
を
つ
け
ま
す
。

鉢
土
を
乾
燥
さ
せ
る
と
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
な
ど
は
花
が
咲
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
肥
料
は
鉢
植
え
の
場
合
は
薄
い
液

肥
を
月
に
二
回
位
施
し
ま
す
。
庭
植

え
の
時
は
、
球
根
を
植
え
こ
む
際
に

化
成
肥
料
を
土
と
よ
く
混
ぜ
直
接
根

に
肥
料
が
当
ら
な
い
よ
う
に
施
し
ま

す
。
追
肥
は
春
早
く
行
い
、
百
合
の

よ
う
に
生
育
期
間
の
長
い
も
の
は
二
、

三
回
追
肥
し
ま
す
。

　
秋
植
球
根
の
い
ろ
い
ろ
と

　
植
付
け
深
さ
一
覧
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